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ストーリー攻略ストーリー攻略

冬。 冷たく清々しい季節に出逢う、 優し

くて暖かくて……せつない 『恋物語り』。

少しずつ近づいてゆくココロとココロ。 約

束と決意と……それぞれの想い。 そして

迎える結末……。

新ブランド 『Tarte』 が贈る純愛アドベン

チャー 『雪語り』。 プレイしたあと、 心の

中に優しさが宿る。 そんなゲームだ。



CHARACTORsCHARACTORs
紫
苑
　Shion

主人公に好意を寄せる不思議な女の子

スキー教室で、 スノーボードで転んだ主人公に声

をかけてきた女の子。 スキーやスノーボードなど

冬のスポーツが得意で、 主人公の先生代わりに

なってくれる。 誰とでもすぐにうち解けて仲良くなれるた

め、 他のヒロインたちとも会話が弾んだ。 密かに主人

公のことを知っているようだが……。

静かでクールな主人公のクラスメイト

いつも物静かで近寄りがたい雰囲気を放っている

朔夜。 見ての通りの美少女なので、 ねらう男は

かずあれど、 朔夜には全く相手にされないらしい。

そんな中、 主人公にだけは心を開いてゆく。 彼

女は主人公の中に見たものはいったい何なのだ

ろうか……。

睦
月
　M

utsuki

ほんわか雰囲気の
幼なじみ

おっちょこちょいな剣道娘

１年生にして風紀委員に抜擢され、 学年で

も１ ・ ２をあらそう美少女。 主人公に対しては木刀

を構えて襲いかかってくるが、 他のヒロインたちと

は仲も良い。 何事にも一途で、 とくに 「強くなり

たい」 という気持ちが強いらしい。 彼女を襲った

ある出来事に起因しているようだが……。

主人公の幼なじみでクラスメイ

ト。 主人公とは 「友達以上恋人

未満」 だが、周囲からすれば 「向

かい合わせの青信号」 といったところ。

自他共に認めるほど運動が苦手なの

に、 主人公がスキー教室に参加

することを知って自らも参加す

ることに。

明
日
香

A
suka

　

朔
夜
　Sakuya

▲  　戻る

▼  攻略情報



CAPTUREsCAPTUREs

雪語り
攻略
表

『雪語り』 の攻略は２日目～９日目までの間に女の子の好感度を上昇させることがメインとな

る。 ９日目が終了した時点でもっとも好感度が高く、 かつ必須イベントをこなしているキャラ

クターと、エンディングを迎えることになるのだ。 ちなみに、優先順位は紫苑が最も高いので、

何もしなければ紫苑はそのまま攻略できてしまうのだ。

  

    

２日目 

朔夜の手伝いを……          引き受ける (+1)   

３日目 

明日香に名前を……             教える (+1) 

数学のテキストを……       睦月に……(+1)  朔夜に……(+1)   

帰り際、 睦月に……       待っててもらう (+1)     

４日目

哲也が朔夜を誘うのを見て……        助け船を出す (+1)   

放課後の睦月の誘い……      一緒に帰る (+1)  校庭へ出る (+1)  裏庭へ行く (+1)

５日目

スキー教室の準備を…… （※ 1）     一緒にする (+2)

６日目

選択肢なし

７日目

雪女の伝承を…… （※ 2）            朔夜に聞く (+0) 

８日目

午前中、 誰と行動する？  紫苑と (+2)   睦月と (+2)  朔夜と (+2)  明日香と (+2) 

９日目

オセロに付き合う？   付き合って勝つ (+2)

     付き合って勝たせる (+1)

紫苑
初期値：9

睦月
初期値：9  

朔夜
初期値：8

明日香
初期値：6

雪語り
攻略
表

各ヒロインを攻略する上で必要なイ

ベントと、 好感度上昇値をまとめて

みた。 括弧内の数字が好感度上

昇値、 赤字のイベントは攻略必須

イベントだ。

※ 1 ： 「ひとりで準備」 → 「やめとく」 で千歳イベント発生
※ 2 ： 好感度の上昇はないが、 明日香攻略の必須イベント

純粋にストーリーを楽しめるゲーム

『雪語り』 では、 選択肢探しに惑わされることなく、 純粋に
ストーリーを楽しむことが出来るぞ。 攻略データを参照せず
に、 「自分がこの子のことを好きならばどうするか」 を考えな
がらプレイするのもアリだ。優しく、暖かく、せつない物語りを、
ゆっくりと楽しもう。

▲  　戻る

▼  キャラ情報
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